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世界各国への輸出率高まる

　新日本工業株式会社は1960年の創業

から今日まで､デンソーをはじめとする顧

客の要望に応え､共に歩んできた｡さらに

近年は長年培われた経験・ノウハウと最

先端の技術・技能を融合し､自動車業界

だけでなく多彩な業界でその実力を発揮

している。

　海外への輸出は全体の3～4割を占め

る｡中国に2つの独資工場(人連新藤機

械有限公司､佛山新藤機械有限公司)を

構え､顧客の現地調達とサポートの要望

＠ EMIDASma卵zine

にすぐさま対応することが可能だ｡|日|社

はこの対応力を世界各国の顧客へ提供

していきたいと考えている｡2010年まで

の経営計画に､1‘グローバル展開IIや“新

分野への挑戦"がある。

人づくりに注カ

　また､人こそ最大の財産と考え､海外で

経営できるほどの国際的な人材を育成Ｌ

ようとしている｡例えぱセールスエンジニ

アは営業力だけでなく、按物的な知識で

提案や価格提示ができなけれぱならな

い｡常務取締役の後藤大介氏が｢特に力

を入れている｣と自負する社員教育は言

語・文化の習得のみならず､新入社員研

修から管理職マネジメント研修まであり、

社員一人ひとりが向ﾄ心を高められる環

境だ｡その他、

・各種国家検定の取得を目指す社員へ

　の勉強会の実施､支援金サポート

・会社側が必要としている職種を公開し、

　社員が自らのキャリアやスキルを売り込

　み応募することができる社内公募制度

・充実した福利厚生

・飲みニュケーション

など､社員の‘Iやる気"を積極的にパック

！
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アップしている。

　数年前からはインターンシップ生の受

け入れを行っており､モノづくりの崇晴ら

しさや魅力を社外にも伝えている｡さらに

2005年より､1年間働きながら学べる本

格的な研修システムも召人している｡実習

では機械加工､加工品の検査と良品判

定､メカトロ(機械組立)での組立作業を

体験することができる｡インターンシップ

生の受け入れについては従業員の協力か

不可欠だが､全社員が丁寧にサポーﾄす

る。

　インターンシップから採用に至ったケー

-･一一

自動化設備の全景

スもあると言うｊ年前にはホームページ

をリニューアルＬ､採用専用ページで事

業内容や現場の声､CSR(社会・環境活

動)の取り組みをわかりやすく掲載した。

興味を持った学生は､WEB上で採用とイ

ンターンシップのエントリーができる。

品質は人づくりから

　学生の受け入れは､地域や社会への

貢献に繋がる｡同社はCSRの取り組みも

大切にしている｡工場周辺や駅前で定期

的に清梱活動を実施､環境に関する活

鋤には「環境基本方針」の制定、

寸分の誤差なく組み立てる

ISOI4001認証の取得､グリーン調達推

進、「チームマイナス6％」への参加などが

ある。

　そして､このような技術者の育成･社員

教育は、“品質は人をつくることから”と

いう考えに基づいている。

　「ｿﾌﾄ面だけでなく、ハード而も強化し

ていきたい」と後藤常務は続ける｡来年の

春に工場を増設する予定だか､セキュリテ

ィ強化の役割もあるそうだ｡各分野のエ

キスパートと新工場が､高い品質にさら

に磨きをかけるだろう。
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